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研究成果の概要（和文）：本課題では、骨軟部腫瘍の多様性の分子メカニズムの解明と新規治療方法の開発を目
的として、骨軟部腫瘍のゲノム解析・機能解析を進めた。国内28医療機関、14研究機関からなる骨軟部腫瘍ゲノ
ムコンソーシアムのネットワークを通じて、腫瘍、正常検体の収集と対象20疾患(脱分化型脂肪肉腫、腱滑膜巨
細胞腫、類上皮肉腫、類骨骨腫、骨芽細胞腫など)について400例を超えるゲノム解析を実施した。その結果、疾
患特異的な融合遺伝子として、CTDSP1/2-DNM3OS fusion（脱分化型脂肪肉腫）などを同定した。また腱滑膜巨細
胞腫における高頻度のCBL変異やDesmoid腫瘍の有用な予後マーカーを同定した。

研究成果の概要（英文）：In this research project, we conduced genome analysis and functional 
analysis of bone and soft tissue tumors to elucidate their molecular pathogenesis and developing new
 therapeutics. Through a collaborative network of Japan sarcoma genome consortium consisting of 28 
medical institutions and 14 research institutes, pairs of tumor and normal tissue of 20 target 
diseases (dedifferentiated liposarcoma, giant synovial cell tumor, epithelial sarcoma, and 
osteoblastoma etc) were collected and RNA sequence and whole exome sequence of more than 400 samples
 was performed. As a result, CTDSP1 / 2-DNM3OS fusion (dedifferentiated liposarcoma) was identified 
as a disease-specific fusion gene. We also identified frequent CBL mutations in tenosynovial giant 
cell tumors and useful prognostic markers for Desmoid tumors.

研究分野：ゲノム医学

キーワード： 肉腫

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究課題では28医療機関、14研究機関からなるオールジャパンの共同研究体制を通じて、希少がんである骨軟
部腫瘍に対する試料・臨床情報収集、ゲノム解析の実施体制が構築された。20の組織型を対象に400例を超える
検体を用いた大規模ゲノム解析の成果として、新規の疾患融合遺伝子が腱滑膜巨細胞腫や脱分化型脂肪肉腫で同
定された。さらにデスモイド腫瘍や粘液型脂肪肉腫においては複数の予後マーカーが同定され、また骨肉腫に対
する治療候補分子も同定された。これらの一連の成果は、希少がんである骨軟部腫瘍の発症メカニズムの解明だ
けでなく、診断・予後マーカーや新規治療法の開発などの臨床応用につながると期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
希少がんは人口10万人あたりの発生頻度が６人未満のがんと定義されており、症例数が
少ないため診断や治療には経験のある病理診断医・臨床専門医の関与が必要であること、
臨床研究や治験を進めにくいことから標準的治療の確立やガイドラインの策定が困難であ
ることなどの課題を抱えている。特に骨軟部腫瘍は組織型が 200 種類程度に分類される多
様性を示し、個々の組織型は非常に稀で大規模ゲノム解析が困難となっている。骨軟部腫
瘍のゲノム解析においては染色体分析を中心に行われてきた歴史があり、軟部肉腫の約
1/3 においては腫瘍特異的な融合遺伝子が同定されている。一方、残りの 2/3 は複雑核型
を示し、特異的な融合遺伝子は報告されていなかった。近年次世代シークエンサーを用い
た網羅的解析技術を利用し、既存の解析では検出が困難であった腫瘍組織特異的な遺伝子
変異や融合遺伝子などが同定可能となった。その結果、癌腫・血液性悪性腫瘍では非常に
高い有効性を示す薬剤も開発されている。骨軟部腫瘍に対しても同様の手法が実施される
ようになり、孤立性線維性腫瘍に特異的な融合遺伝子として NAB2-STAT6 が新たに同定
され、ほぼ全例に証明されている。一方、複雑核型を示す代表的な肉腫である軟骨肉腫に
おいても IDH1 や Col2A1 の変異や FN1-ACVR2A 等の融合遺伝子も明らかとなった。こ
の様に融合遺伝子が未報告の腫瘍を対象としたゲノム解析を実施することで、新規融合遺
伝子や driver 変異・治療標的分子の同定、さらには既存の病理組織学的な腫瘍分類の再編
成につながると期待されている。しかしながら希少疾患である骨軟部腫瘍に対して癌腫と
同様の解析を進めるには、単施設で十分な数の試料を集めることが困難であるため、多施
設共同研究体制を構築し、統一プロトコール・フォーマットでの試料・臨床情報の収集か
ら、中央病理診断、ゲノム解析、情報解析が一体として実施出来る体制整備が望まれてい
る。 
２．研究の目的 
本研究課題では、国内有数のがん基幹病院および研究機関との連携により、オールジャパ
ンでの共同研究グループである骨軟部腫瘍ゲノムコンソーシアムを構築し、この基盤を通
じた試料・臨床情報収集と希少がんに対するゲノム解析を実施することを目的とする。研
究開始時点では 20 医療機関、8 研究機関からスタートしたが、順次協力機関を拡充し、試
料収集と研究体制の整備をすすめる。本コンソーシアムを通じたゲノム解析をすすめるこ
とで、未だに十分に明らかにされていない代表的な骨軟部腫瘍に対して RNA sequence、
全エクソンシークエンスを実施し、疾患特異的な融合遺伝子、遺伝子変異の同定を目指す。
また頻度の高い融合遺伝子が同定された場合は、FISH や PCR などでの確認と、独立検体
での検証、さらに予後など臨床情報との関連を進め、組織型特異的な融合遺伝子・遺伝子
変異の全貌を明らかにする。 
またコンソーシアムの取り組みや、基盤を通じて収集された症例数、解析状況などを論
文や学会などで公開し、新規医療機関の参加募集や、国内外の研究グループとの共同研究
の推進を進める。またゲノム解析結果は適宜NBDC等のデータベースへ公開する。最終的
に腫瘍の個性を判定できる分子群を同定し、診断のバイオマーカーとして確立させるとと
もに、個々の患者に最適な治療を行う個別化医療の実現に役立てることを目的とする。 
３．研究の方法 
本研究課題では、参加医療機関で前向きに統一した同意説明文書を用いて手術検体の収集



を行う。これらの検体についてコンソーシアム事務局がある東京大学医科学研究所に送付
後、凍結切片を作成して、核酸の抽出と腫瘍含有量の評価を実施すると共に、骨軟部腫瘍
の専門病理医による中央病理診断により診断確定を行う。これらの品質評価を経て解析対
象となった検体について、RNA sequence、全エクソンシークエンスを実施する。解析結果
は、東京大学医科学研究所で構築した解析パイプラインを用いて、融合遺伝子や腫瘍特異
的な遺伝子反映の解析を実施する。５年間で対象とした疾患と症例数を以下にしめす(表
１)。 
本課題では、骨軟部
腫瘍の多様性の分子
メカニズムの解明と
新規治療方法の開発
を目的として、骨軟
部腫瘍のゲノム解
析・機能解析を進め
てきた。ゲノム解析
の対象の 13 疾患(類
上皮肉腫、類骨骨
腫、骨芽細胞腫な
ど)について骨軟部
腫瘍ゲノムコンソー
シアムに参加する各
医療機関での腫瘍、正常検体の収集と臨床情報の整理を進めた。腫瘍凍結組織検体を東京
大学に順次送付し、これまでに約 500 例の凍結腫瘍組織検体を新規に収集し、薄切のうえ
核酸の抽出および HE 染色を行った。さらに腫瘍細胞の含有率の測定、および各医療機関
より診断時に使用した病理標本および病理資料の収集を進め、中央病理診断施設である駒
込病院、九州大学へ送付し、病理診断の確認を実施した。抽出した核酸の質と量を評価の
うえ、理化学研究所の中川らが解析対象とした 20 疾患 418 検体について RNAシークエン
ス解析を実施した。シークエンス結果については、東京大学医科学研究所の片山らが情報
解析を実施し、疾患特異的な融合遺伝子の探索を行った。 
４．研究成果 
（１）骨軟部腫瘍ゲノムコンソーシアムの運営 
本研究グループの活動について、学会な
どで広報を進めた結果新規の協力医療機
関、研究機関に賛同頂き、令和２年度末
時点で２８医療機関、14 研究機関の参加
が得られた。また Functional genomics を
目指し、国立がん研究センターなど4研究
機関において患者由来肉腫モデルの樹立
も開始した(図 1)。本ネットワークを介し
て、新鮮腫瘍組織を用いた PDX,PDC 樹
立を全国規模で進め、肉腫特異的遺伝子
変異の機能解析や治療薬のスクリーニン
グなどに活用をすすめる予定である。 



（２）Tenosynovial Giant cell tumor(TSGCT)のゲノム解析  
TSGCT10 例を対象とし
て、RNAseq,WES を実施
した。その結果疾患特異
的な融合遺伝子として
CSF1-VCAM1,CSF1-
FN1,CSF1-CDH1 を同定
した。また CBL の Ring 
finger domain 周辺の変異
が 35％に同定され、この
変異を有する症例では予後不良であることが示された(図２)。CBL 変異を有する症例では
JAK2 経路の活性化を認めたことから、これらの症例では JAK2 阻害剤が有効となる可能性
が示された（参考文献１）。 
（３）脱分化型脂肪肉腫のゲノム解析 
脱分化型脂肪肉腫を対象として約
50例のRNAseq,WESを実施し、公
開済みデータを含め 112 例の大規
模ゲノム解析を実施した。その結
果疾患特異的な融合遺伝子とし
て、CTDSP1/2-DNM3OS fusion
を同定した。また予後と相関する
複数のCNV領域を同定し、前がん
病変である高分化型脂肪肉腫から
脱分化型脂肪肉腫の進展には、
MDM2の増幅に伴うp53の不活性
化によるゲノムの不安定性に起因
するゲノムの構造異常が背景にあ
ることが示された（参考文献 2）。
さらに粘液型脂肪肉腫の発現解析、Proteome解析により、複数の有用な予後マーカーが同
定された。 
（４）骨肉腫の治療標的分子の同定 
RNAsequence による p53 の
組織網羅的標的分子の探索
の結果,骨組織特異的な標的
分子としてCD137lを同定し
た。CD137l の過剰発現およ
び分泌型のCD137lが骨肉腫
細胞に増殖抑制作用を示し
たことから、本分子が新規
の骨肉腫治療薬になる可能
性が示された(図４) （参考
文献 3）。 
（５）Desmoid 腫瘍のゲノム解析 



Desmoid 腫瘍 64 例のゲノム解析によって、既知の CTNNB1変異に加え、６番染色体の欠
失が高頻度に認められたことから、これらの遺伝子変異が疾患発症原因と考えられた。ま
た IFI6, LGMN, CKLF の発現が予後と強い相関を示すことから、有用な予後予測マーカー
であることが示された（参考文献４）。 
（引用文献） 
1. Massively parallel sequencing of tenosynovial giant cell tumors reveals novel CSF1 fusion 
transcripts and novel somatic CBL mutations. Tsuda Y, Hirata M,Matsuda K et al. Int J 
Cancer. 2019 145(12):3276-3284. 
2. Integrated exome and RNA sequencing of dedifferentiated liposarcoma. Hirata M, Asano 
N, Matsuda K.et al. Nat Commun 2019 10(1):5683. 
3. Identification of a p53 target, CD137L, that mediates growth suppression and immune 
response of osteosarcoma cells. Tsuda Y, Tanikawa C, Matsuda K.et al. Sci Rep. 2017 
7(1):10739.  
4. Comprehensive molecular and clinicopathological profiling of desmoid tumours. Kohsaka 
S, Matsuda K, Mano H et al.Eur J Cancer 2021 145:109-120. 
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 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Preclinical activity of selinexor, an inhibitor of XPO1, in sarcoma.

Oncotarget 16581-92.

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Nakayama R, Zhang YX, Czaplinski JT, Anatone AJ, Sicinska ET, Fletcher JA, Demetri GD, Wagner
AJ

Mar 29;7(13)
 １．著者名

10.1186/s12885-016-2511-y

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Results of sub-analysis of a phase 2 study on trabectedin treatment for extraskeletal myxoid
chondrosarcoma and mesenchymal chondrosarcoma.

BMC Cancer 479

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 １．著者名  ４．巻
Morioka H, Takahashi S, Araki N, Sugiura H, Ueda T, Takahashi M, Yonemoto T, Hiraga H, Hiruma
T, Kunisada T, Matsumine A, Susa M, Nakayama R, Nishimoto K, Kikuta K, Horiuchi K, Kawai A
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2017年

2017年

2016年

2016年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

10.1038/modpathol.2016.106

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ５．発行年 ２．論文標題
Reclassification of rhabdoid tumor and pediatric undifferentiated/unclassified sarcoma with
complete loss of SMARCB1/INI1 protein expression: three subtypes of rhabdoid tumor according to
their histological features.

Mod Pathol 1232-42

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Kohashi K, Tanaka Y, Kishimoto H, Yamamoto H, Yamada Y, Taguchi T, Iwamoto Y, Oda Y. Oct;29(10)
 １．著者名

10.7150/jca.14461

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Prognostic Significance of Forkhead Box M1 (FOXM1) Expression and Antitumor Effect of FOXM1
Inhibition in Angiosarcoma.

J Cancer 823-30

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Ito T, Kohashi K, Yamada Y, Iwasaki T, Maekawa A, Kuda M, Hoshina D, Abe R, Furue M, Oda Y. Apr 27;7(7)
 １．著者名

10.2340/00015555-2461

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Angiofibroma of Soft Tissue on the Cheek: Diagnosis Confirmed by Gene Rearrangem

Acta Derm Venereol 133-134

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Jeong JW, Kono M, Hasegawa-Murakami Y, Motoi T, Yokota K, Matsumoto T, Kaibu 4;97(1)
 １．著者名

10.1038/modpathol.2017.11

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Clinicopathological and molecular characterization of SMARCA4-deficient thoracic

Modern Pathology 印刷中

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Yoshida A, Kobayashi E, Kubo T, Kodaira M, Motoi T, Motoi N, Yonemori K, Ohe 印刷中
 １．著者名



2016年

2016年

2016年

2016年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

10.1371/journal.pone.0148401.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Protein expression profiling of giant cell tumors of bone treated with denosumab.

PLoS ONE e0148401

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Mukaihara K, Suehara Y*, Kohsaka S, Kubota D, Akaike K, Ishii M, Fujimura T, Okubo T, Takagi T,
Yao T, Kaneko K, Ladanyi M, Saito T.

11(2)
 １．著者名

10.1186/s12885-016-2235-z.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Expression of F-actin-capping protein subunit beta is associated with cell growth and motility
in epithelioid sarcoma.

BMC cancer. 206

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Mukaihara K, Suehara Y*, Kohsaka S, Kubota D, Toda-Ishii M, Akaike K, Fujimura T, Kobayashi E,
Yao T, Ladanyi, M, Kaneko K, Saito T.

16(1)
 １．著者名

10.2106/JBJS.CC.15.00281

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Large skin ulcer due to a subcutaneous orthopedic implant after bevacizumab therapy:

J Bone Joint Surg e70

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Suehara Y*, Osawa H, Kubota D, Kato S, Akaike K, Tanabe Y, Saito T, Kaneko K. 6 (3)
 １．著者名

10.1016/j.humpath.2016.12.006.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Cancer-testis antigen expression in synovial sarcoma: NY-ESO-1, PRAME, MAGEA4, and MAGEA1.

Hum Pathol 130-139

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Iura K, Maekawa A, Kohashi K, Ishii T, Bekki H, Otsuka H, Yamada Y, Yamamoto H, Harimaya K,
Iwamoto Y, Oda Y.

Mar;61
 １．著者名



2016年

2016年

2016年

2016年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

10.1038/modpathol.2016.138.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Clinicopathological effects of protein phosphatase 2, regulatory subunit A, alpha mutations in
gastrointestinal stromal tumors.

Modern Pathology 1424-1432

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Toda-Ishii M, Akaike K, Suehara Y, Mukaihara K, Kubota D, Kohsaka S, Okubo T, Mitani K, Mogushi
K, Takagi T, Kaneko K, Yao T, Saito T.

29
 １．著者名

10.4172/2167-7700.100i104

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Long-term Follow-up of an Osteoid Osteoma of the Femoral Neck Treated with Percutaneous
Procedure Under Computed Tomography Guidance.

Chemo Open Access -

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Anazawa U, Watanabe I, Mizuno S and Hotta H. 5(4)
 １．著者名

10.1007/s10585-016-9805-y.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Prognostic significance of intensive local therapy to bone lesions in renal cell carcinoma
patients with bone metastasis

Clinical and Experimental Metastasis 699-705

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Fukushima H, Hozumi T, Goto T, Nihei K, Karasawa K, Nakanishi Y, Kataoka M, Tobisu K, Koga F. 33(7)
 １．著者名

10.1007/s00586-015-4116-6

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Risk factors for surgical site infection after posterior fixation surgery and intraoperative
radiotherapy for spinal metastases.

Eur Spine J. 1034-1038

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Sugita S, Hozumi T, Yamakawa K, Goto T, Kondo T. 25(4)
 １．著者名
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2016年

2016年
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オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

10.1186/s12885-016-2524-6

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Clinical relevance of peroxisome proliferator-activated receptor-gamma expression in myxoid
liposarcoma

BMC Cancer 442

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Takeuchi A, Yamamoto N, Shirai T, Hayashi K, Miwa S, Munesue S, Yamamoto Y, Tsuchiya H 16
 １．著者名

10.1002/jcb.25545.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Real-time in vivo confocal fluorescence imaging of prostate cancer bone-marrow micrometastasis
development at the cellular level in nude mice

J Cell Biochem 2533-2537

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Miwa S, Toneri M, Igarashi K, Yano S, Kimura H, Hayashi K, Yamamoto N, Tsuchiya H, Hoffman RM 117
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
LSD1/KDM1 isoform LSD1+8a contributes to neural differentiation in small cell lung cancer.

Biochemistry and Biophysics Reports 86-94

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 １．著者名  ４．巻
Takanobu Jotatsu, Shigehiro Yagishita, Ken Tajima, Fumiyuki Takahashi, Kaoru Mogushi, Moulid
Hidayat, Aditya Wirawan, Ryo Ko, Ryota Kanemaru, Naoko Shimada, Keiko Mitani, Tsuyoshi Saito,
Kazuya Takamochi, Kenji Suzuki, Shinji Kohsaka, Shinya Kojima, Hiroshi Mukae, Kazuhiro Yatera,
Kazuhisa Takahashi.

9

10.1038/ng.3535.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Recurrent DUX4 fusions in B cell acute lymphoblastic leukemia of adolescents and young adults.

Nature Genetics 569-574

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 １．著者名  ４．巻
Yasuda T, Tsuzuki S, Kawazu M, Hayakawa F, Kojima S, Ueno T, Imoto N, Kohsaka S, Kunita A, Doi
K, Sakura T, Yujiri T, Kondo E, Fujimaki K, Ueda Y, Aoyama Y, Ohtake S, Takita J, Sai E,
Taniwaki M, Kurokawa M, Morishita S, Fukayama M, Kiyoi H, Miyazaki Y, Naoe T, Mano H.
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オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

10.1038/srep28953.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Ablation of MCL1 expression by virally induced microRNA-29 reverses chemoresistance in human
osteosarcomas.

Sci Rep. 28953

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Osaki S, Tazawa H, Hasei J, Yamakawa Y, Omori T, Sugiu K, Komatsubara T, Fujiwara T, Sasaki T,
Kunisada T,

30(6)
 １．著者名

10.1109/TNB.2017.2670601

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
OVarCall: Bayesian Mutation Calling Method Utilizing Overlapping Paired-End Reads

IEEE Transactions on NanoBioscience 116-122

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Moriyama T, Shiraishi Y, Chiba K, Yamaguchi R, Imoto S, Miyano S 16(2)
 １．著者名

10.1186/s12864-016-3262-5

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Sequence-specific bias correction for RNA-seq data using recurrent neural networks

BMC Genomics 1044

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Zhang Y-Z, Yamaguchi R, Imoto S, Miyano S 18
 １．著者名

10.1186/s12891-016-1050-7

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Tenosynovial giant cell tumors in unusual locations detected by positron emission tomography
imaging confused with malignant tumors: report of two cases

BMC Musculoskelet Disord 180

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Takeuchi A, Yamamoto N, Hayashi K, Miwa S, Takahira M, Fukui K, Oikawa T, Tsuchiya H 17
 １．著者名



2016年
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2017年
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オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

10.1038/ng.3670.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Association of germline variants in the APOBEC3 region with cancer risk and enrichment with
APOBEC-signature mutations in tumors

Nature Genetics 1330-1338

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 １．著者名  ４．巻
C.D. Middlebrooks, A.R. Banday, K. Matsuda, K.I. Udquim, O.O. Onabajo, A. Paquin, J.D.
Figueroa, B. Zhu, S. Koutros, M. Kubo, T. Shuin, N.D. Freedman, M. Kogevinas, N. Malats, S.J.
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48

10.1016/j.neo.2016.12.010.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
EPSIN 3, a novel p53 target, regulates the apoptotic pathway and gastric carcinogenesis

Neoplasia 185-195

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
J. Mori, C Tanikawa, N. Ohnishi, Y. Funauchi, O. Toyoshima, K. Ueda, K. Matsuda 19
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Argininosuccinate synthase 1 is an intrinsic Akt repressor transactivated by p53

Science Advance In press

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
T. Miyamoto, P. H. Y. Lo, N. Saichi, K. Ueda, M. Hirata, C. Tanikawa, K. Matsuda In press
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Neurological Recovery after Posterior Spinal Surgery in Patients with Metastatic Epidural
Spinal Cord Compression.

Acta Med Okayama. 449-453

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Watanabe N, Sugimoto Y, Tanaka M, Mazaki T, Arataki S, Takigawa T, Kataoka M,&nbsp;Kunisada T,
Ozaki T.

70
 １．著者名
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〔学会発表〕　計22件（うち招待講演　12件／うち国際学会　6件）

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第69回日本電気泳動学会シンポジウム（招待講演）

第26回　東北地区骨軟部腫瘍研究会（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

松田浩一

 １．発表者名

 １．発表者名

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

疾患バイオバンクとがんゲノム研究

疾患バイオバンクとがんゲノム研究

 ４．発表年

 ４．発表年

松田浩一

10.1186/s12957-016-1059-2

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Feasibility and efficacy of gemcitabine and docetaxel combination chemotherapy for bone and
soft tissue sarcomas: multi-institutional retrospective analysis of 134 patients.

World J Surg Oncol. 306-314

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Tanaka K, Joyama S, Chuman H, Hiraga H, Morioka H, Yoshikawa H, Hosaka M, Takahashi M, Kubo T,
Hatano H, Kaya M, Toguchida J, Nishida Y, Nagano A, Tsumura H, Iwamoto Y.

8;14(1)
 １．著者名

10.1177/2309499017690323

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Extra-articular diffuse-type tenosynovial giant cell tumor with benign histological features
resulting in fatal pulmonary metastases.

J Orthop Surg 1-5

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Osanai T, Suzuki H, Hiraga H, Soma T, Nojima T. 25(1)
 １．著者名
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2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第4回　日本肉腫学会　学術シンポジウム（招待講演）

第15回がんトランスレーショナルリサーチ（TR）ワークショップ（招待講演）

第32回日本整形外科学会基礎学術集会

Annual Meeting of the Connective Tissue Oncology Society (CTOS)（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

松田浩一

松田浩一

中井翔、吉川秀樹他

Nakai, S., Yoshikawa, H., et al.

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

淡明細胞肉腫に対するEribulin mesilateの抗腫瘍効果

Anti-tumor effects of Eribulin mesilate on clear cell sarcoma cell line.

骨軟部腫瘍ゲノムコンソーシアムにおけるゲノム解析
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